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 要 旨   

目的： 

 本研究は同一のフィードバックを使用し動機づけ面接をする 2 つの短期個人的フィード

バック介入（PFIs）の有効性を評価し、高リスクで飲酒する大学生の飲酒量を減らしアル

コール関連問題をコントロールの状態まで減らすことを目的とする。 

 

方法： 

 学生（N = 152）にビデオ・インタビュアーによるコンピューターによる PFI、生のイン

タビュアーによる対面 PFI、総合的な評価の状態、または最低限の評価のみの状態に無作為

に割付けた。 

 

結果： 

 治療後 10 週間で、対面 PFI は広範囲の評価と最小評価のみの条件と比較して、週間飲酒

量とピークおよび典型的血中アルコール濃度を有意に低下（d 値；0.32 から 0.61）させた。

コンピュータによる PFI では、効果の大きさはコンピューによる介入を使用している他の

研究（d 値；0.20 から 0.27）と同等であったが、グループ間の有意差は明らかではなかっ

た。 

 

結論： 

 対面でPFIをおこなうことが大学生のアルコール消費の減量を助けることが示唆された。

コンピュータによる PFI であるビデオ・インタビュアーは、有用ではあるが、必ずしも生

のインタビュアーの完全な代りにはならないことが示唆された。 

 




